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2000 279 41.2 54.5 4.3
2001 264 54.1 41.7 4.2
2003 102 61.8 25.5 12.7
2004 72 29.2 63.9 6.9
2005 108 76.85 12.96 10.18
空芯菜
2000 279 67.0 29.4 3.6
2001 264 62.5 31.4 6.1
2003 153 62.7 28.8 8.5
2004 72 65.3 31.9 2.8
2005 108 81.48 11.11 7.4
トウモロコシ 2002 60 46.7 46.7 6.6
きゅうり
2003 60 55.0 35.0 10.0
2004 75 69.3 26.7 4.0









オレンジ 20 25.0 75.0 -
ブドウ 20 0.00 80.0 20.0
マンゴー 20 40.0 60.0 -
中国産リンゴ 12 25.0 75.0 -
中国産ナシ 12 83.3 16.7 -
空芯菜 84 30.9 64.3 4.8

































































2  ベトナムにおける栄養と食の安全 ベトナムにおける食品安全衛生の現状
　また、特に最近よく見られるようになったものとして、以下の
ものがある。
・ クリスタルバイオレット（殺菌剤）。
・ ロイコクリスタルバイオレット（殺菌剤）。
・ ブリリアントグリ ンー（殺菌剤）。
・ ロイコブリリアントグリ ンー（殺菌剤）。
　ここに挙げた殺菌剤は、本来、色素として使われるものであ
るが、殺菌作用を持っており，これを目的として食品
に添加されているのである。
　食品安全衛生を脅かす問題として、これまで指摘
した意図的な違反と並んで問題なのが、環境の汚染
である。工業、農業、畜産、病院、日常生活におけ
る環境汚染、そして、交通や工業生産で用いられる
燃料から発生する化学物質（ベンゼン、トルエン、キ
シレンなど）、至る所で食品を通して人の健康を脅か
す環境要因は増え続けている。
　また、食品流通のグローバル化にともない、GMO
（遺伝子組み換え作物）、放射能汚染食品、機能性
食品など、安全性が十分に確認されていない技術によってもた
らされた食品も増え続けており、これを評価する能力の向上も
求められるようになっている。
　国境を越えて正規のルートを通らずに輸入される食品も増えて
いる。このような食品は、野菜、果物、家禽、卵、水産物、家
畜の内臓、タバコ、酒などさまざまである。禁止されている、農薬、
体重増加薬、鼠駆除薬、添加物なども、同様に正規の手続きを
受けずに輸入されている。
原因の分析と対策
　以上のように、ベトナムの食品安全衛生は、多くの問題を抱え
ている。これらの背景には、共通するいくつかの原因を見出すこ
とができる。まず、客観的な原因としては、農業生産が発展途
上にあること、食品加工技術が遅れていること、ベトナムの経済・
社会が依然として発展途上にあり、インフラが十分でないこと、
食品安全に関する管理監督業務の性格の複雑さ、食品安全衛生
改善プログラムが2001年からやっと始動したばかりであること
が挙げられる。
　また、食品安全衛生を脅かす要因は、このような客観的なも
のにとどまらない。根本的には、生産、流通、消費のいずれの
段階においても、食品に関わる人々の安全衛生に対する認識、
理解、実践が不十分であるという問題がある。
　また、生産者の側においても、管理する側においても、人材
が非常に乏しく、管理技術が不足している。管理体制が複雑な
のも迅速な対応ができない要因である。
　これまで述べてきたような状況の解決に当たっては、食品安
全管理に関する分野の根本的な改善が必要である。関連する
様々な基準を標準化し、国際的な覚書や法律の遵守する。また、
検査設備と人員の増強も不可欠である。
　このような認識のもとに、ベトナムでは2010年に食品安全法
の大改正が行われた。この法の中では、これまで多岐・多分野
にわたっておこなわれていた食品安全管理業務を整理集約し、
保健省や農業省など少数の官庁が連携して行えるようにした。ま
た、これまでの生産者中心から消費者中心に法の基本姿勢を転
換した。
　一方、管理体制の面でも、大きな変化があった。2009年には、
保健分野の食品安全管理局と農業分野の農林水産品質管理局
の支局が各省におかれた。食品の安全管理に特化した機関が地
方レベルで強化されることになる画期的な出来事である。
　食品安全衛生に関する規定や指示は、新しい食品安全法に従っ
て、これから整備されるところである。管理体制においても、専
写真1：米麺のホルムアルデヒドの調査をする
専門家
グラフ2：食品安全衛生に対する認識と実践
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写真：農家の小規模畜舎で耐性菌の検出のために豚の糞便などの
サンプルを採取
門的に検査を行うシステムは確立ておらず、2009年から54省で
活動するための547人の専門家を養成し始めたところである。昨
年は72の機関が食品安全衛生研修に参加したが、依然として技
術レベルには制約がある。
　政策面では、2010年から2020年の食品安全に関する国家戦
略を作成し、生産から消費までの一貫した管理計画を打ち立て
た。さらに、食品安全に関する2011年から2015年の国家運動
プログラムを引き続き推進することとした。また、各レベルの党
組織や地方行政組織の指導者にも参加を促し、同時に、食品安
全衛生の社会化を進めようとしているところである。
　1980年代に、薬剤耐性菌が世界的な問題としてク
ローズアップされるようになってから、すでに四半世
紀が経過し、近年はスーパ （ー薬剤）耐性菌の出現が
世界を震撼させている。メチシリン耐性黄色ブドウ球
菌（MRSA）や多剤耐性緑膿菌、基質特異性拡張型β
ラクタマーゼ（ESBL）産生腸内細菌科細菌などの薬剤
耐性菌は、院内感染の原因微生物としてよく知られて
いるが、院外でも感染症を発症させるケ スーが報告さ
れるようになっている。
　特に、1990年代後半以降、家畜に対する抗菌性
物質の使用により選択された耐性菌が食品を介してヒ
トに伝播し、ヒトの細菌感染症の治療
を困難にする潜在的な危険性が指摘さ
れ、近年、公衆衛生や家畜衛生関連
の国際機関などにおいて、緊急課題と
して取り上げられるようになっている。
　ベトナムにおいても、ESBL 産生スー
パー耐性菌の保菌者が著しく増加して
おり、食品の検査体制の増強等、モ
ニタリングシステムの構築が重要な課
題となりつつある。日本との関係にお
いても、ベトナムはEPA締結先であり、
今後、農水産物の輸入が増えていくこ
とと思われる。国際的な防疫の観点か
らも、耐性菌を含めたベトナム本国で
の食品の検疫体制の強化が必要とさ
れるところである。
　また、家畜と人間が資源循環を伴う
小さな環境の中で共生するVACにおいても、耐性菌
の問題は無縁ではない。ベトナムでは、小規模な畜
産においても、抗菌剤が予防的あるいは成長促進剤
として使われており、予備的な調査ではこのような環
境から耐性菌が検出されている。抗生剤や耐性菌そ
のものが循環を伴う環境のなかで伝播している可能
性は、農村の生活環境に突きつけられた新しい問題
である。
（住村欣範）
ベトナムにおける薬剤耐性菌について
